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 理研 RIBF の BigRIPS 及び ZeroDegree Spectrometer を用いた逆運動学的手法により、長寿命核分裂生成物

核種に対する陽子及び重陽子による核破砕反応の同位体生成断面積の系統的な測定を行った。本講演(3)では、

100 MeV/u 93Nb 入射反応測定の結果について報告を行う。 
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1．緒言 

 理化学研究所 RI ビームファクトリーの BigRIPS 及び ZeroDegree Spectrometer (ZDS) を用いて LLFP のひと

つである 93Zr を含む 2 次ビームを生成し、安定物質標的に照射する逆運動学的手法により残留核生成断面積

測定実験が行われた。本研究では、この実験で生成された 2 次ビームに含まれている安定核 93Nb 入射反応の

解析を行い、93Nb に対する陽子･重陽子入射核破砕反応による残留核生成断面積を求める。その後、放射化法

を用いた陽子入射同位体生成断面積の測定データ[1]と本研究の逆運動学による測定結果を比較することで本

研究で用いた手法の妥当性について検証を行う。 

2．実験概要･結果 

 まず、加速した 238U の 1 次ビームを 1 次標的である 9Be に照射し、

多様な RI を含む 2 次ビームを得た。次に BigRIPS で 2 次ビームの選

定、ビーム核種の識別を行った。核種の識別が行われた 2 次ビームは 2

次標的 (CH2, CD2, C) に照射され、その後 ZDS で生成核種の粒子識別

が行われる。図に BigRIPS における粒子識別図を示す。縦軸は原子番

号 Z, 横軸は質量電荷比 A/Q を示し、93Zr と 93Nb の双方が得られてい

ることが確認できる。ZDS における粒子識別も同様に行い、残留核生

成断面積を導出した。本研究で得られた断面積と核反応モデルによる

計算結果及び放射化法による測定データとの比較も発表内で報告する。 
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図: BigRIPS における粒子識別図 
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